
今後の対策検討の方向性について

1

○ 2021年8月のプラットフォーム設立から、

「プラスチック流出対策分科会」「プラスチックごみ排出抑制

事業スキーム分科会」で対策の検討・実証、効果検証等を実施

○ これまでの実施内容を踏まえ、

両分科会における検討事項、既存テーマの今後の取り扱い、

新しく検討すべきテーマ等についてご意見をいただきたい

⇒ 令和５年度第１回プラットフォーム会議（８月頃予定）までに

とりまとめ、同会議にて今後の方向性を報告

資料２



実証結果を踏まえた施策の検討・展開

流出対策分科会での対策検討の方向性（素案）
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検討
事項

非意図的に排出されるマイクロプラスチック等の原因物質
に関する対策

テーマ 2021年度 2022年度 2023年度 2024年度以降

人工芝

プラス
チック
被覆
肥料

ビーズ

調査・実証・検証調査・実証

GL作成
・公表 GL周知・啓発

対策事例共有

対策検討

情報収集
（現状把握、発生源特定等）

対策事例共有

GL見直し(適宜)

実証・検証

対策検討 実証・検証

対策事例共有



実証結果を踏まえた施策の検討・展開

排出抑制事業スキーム分科会での対策検討の方向性（素案）
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使用済みプラスチックのリサイクルや使い捨てプラスチック

製品の使用削減につながる新たな事業スキームについて検討

検討
事項

テーマ 2021年度 2022年度 2023年度 2024年度以降

使用済み
プラスチック

回収・
リサイクル
システム

ペット
ボトル

消毒液
ボトル

プラス
チック

フリー事業
スキーム

紙
コップ
堆肥化

実証・検証

新機能RB
実証・検証

周知・啓発

対策検討

府内での取組検討

オフィス・交通系
実証・検証

実証・検証

対策事例共有

対策検討

周知・啓発

実証・検証

周知・啓発

課題解決に向けた取組み
（府内外）


